
実社会で する先輩たち躍 動
2016年度 主な就職先一覧（順不同）

〈公立学校〉	
小学校教諭
中学校保健体育教諭
高等学校保健体育教諭
養護教諭
特別支援学校教諭　ほか

〈私立学校〉	
日本体育大学
苫小牧中央高等学校
横浜学園高等学校
九州国際大学付属高等学校
富士学苑中学校・高等学校
栄東中学校
博多女子中学校
才教学園小学校・才教学園中学校
水戸英宏小学校・中学校
七沢希望の丘初等学校
慶應義塾横浜初等部　ほか

防衛省（自衛隊）
法務省（刑務官）
警視庁
北海道警察本部
福島県警察本部
埼玉県警察本部
千葉県警察本部
神奈川県警察本部
新潟県警察本部
長野県警察本部
三重県警察本部
兵庫県警察本部
広島県警察本部
長崎県警察本部
大分県警察本部
宮崎県警察本部
鹿児島県警察本部
東京消防庁
茨城西南広域消防本部
宇都宮市消防局
埼玉県央広域消防本部
松戸市消防本部
船橋市消防局
八千代市消防局
川崎市消防局
相模原市消防本部
藤沢市消防本部
長岡消防本部
駿東伊豆消防本部
松阪地区広域消防組合
福山地区消防組合
三観広域行政組合消防本部
栗原市役所
白河市役所
下妻市役所
桶川市役所
加須市役所
浦安市役所
松戸市役所
世田谷区役所
台東区役所
府中市役所
鎌倉市役所

座間市役所
藤沢市役所
南足柄市役所
静岡市役所
豊橋市役所　ほか

セコム
ソニーセミコンダクタ
トヨタ自動車東日本
トヨタ車体
愛知製鋼
愛媛オレンジバイキングス
横浜マリノス
コナミスポーツクラブ
ミキハウス
リコー
三井住友海上火災保険
新潟アルビレックスBB
東レ
東京プロバスケットボールクラブ
東京ヤクルト販売
日本たばこ産業
日本電気
日立情報通信エンジニアリング
豊田合成
北陸電力
本田技研工業　ほか

RIZAP
アローズジャパン
スポーツクラブNAS
スポーツコミュニティ
セントラルスポーツ
ジェイアール東日本スポーツ
ティップネス
ベンチャーバンク
ルネサンス
野村不動産ライフ＆スポーツ
まっく体操クラブ
ジャクパ
バディ企画研究所
幼児活動研究会　ほか

チャコット
ニシ・スポーツ
本間ゴルフ
ドームヒューマンキャンパス
メガスポーツ
プーマジャパン
アディダスジャパン
ムトーエンタープライズ　ほか

目黒体育協会
岐阜県体育協会
山形県体育協会
糸魚川市体育協会
千葉県体育協会　ほか

山崎製パン
アサヒ飲料
タカナシ乳業
菅公学生服
明石スクールユニフォームカンパニー
スクールパートナーズ
ディーエイチシー
東京サラヤ
大陽ステンレススプリング
キーエンス
富士通
イトーキ
田島ルーフィング
TOTO
ミキモト
ニチバン　ほか

日本テクノ
サイサン
京葉ガス
東京ガスクリエイティブ
東京ガス
日本瓦斯　ほか

小田急電鉄
東海旅客鉄道
東京急行電鉄
ANA中部空港
全日本空輸
日本航空
佐川急便
日通商事
日本郵政
日本郵便　ほか

JA全農ミートフーズ
サントリービバレッジサービス
ジャパンビバレッジ
オービックオフィスオートメーション
渡辺パイプ
富士ゼロックス東京
ブリヂストンタイヤジャパン
セブン-イレブン・ジャパン
ユニクロ
青山商事
エービーシー・マート
ジーフット
ノジマ
ヤナセ
東京トヨタ自動車
東京トヨペット
日産プリンス東京販売　ほか

みずほフィナンシャルグループ
横浜銀行
静岡銀行

しずおか信用金庫
横浜信用金庫
東京信用金庫
東京東信用金庫
野村證券
第一生命保険
日本生命保険相互会社　ほか

みずほ不動産販売
共立メンテナンス
大京
近鉄不動産
住友不動産販売
東急リバブル
一条工務店
三井ホーム　ほか

日本赤十字社
横浜市福祉サービス協会
三幸グループ
八芳園
横浜YMCA
国際協力機構（JICA）
リゾートトラスト
ルートインジャパン
ニューオータニ
JTB首都圏
エイチ・アイ・エス
日本旅行
近畿日本ツーリスト
東武トップツアーズ
楽天野球団
読売巨人軍
USEN
JJプロモーション
吉本興業
ゴルフダイジェスト・オンライン
さんぽう
マイナビ
綜合警備保障
エームサービス
ロッテリア
エスクリ
シミズオクト
ブライダルプロデュース
ぎふ農業協同組合
とうかつ中央農業協同組合
湘南農業共同組合
東京みらい農業協同組合　ほか

どろんこ保育園
くにみ子ども園
けやきの森保育園
愛光保育園
みゆき保育園
梨の花保育園
ライン幼稚園
厚木田園幼稚園
黒川幼稚園　ほか

教員・職員

国家・地方公務員

プロ・実業団

スポーツクラブ・幼児体育

スポーツ用品（製造・小売）

非営利団体関係

製造

卸・小売

金融・保険

建築・土木・不動産

運輸・通信

水道・ガス・電気 サービス

保育園・幼稚園

　

卒業後２１年を迎え
考える日体大マインド

　日本を代表してオリンピックに出場するトップアスリートは、自らの競技に「全人生」を賭

けています。ましてや国立スポーツ科学センターやナショナルトレーニングセンターで練習

を積んでいる選手は、国民から寄せられる勝利への期待を背負って、日々精進しています。

その重圧を担う選手のメンタル面をサポートすることが私たちの役割です。仕事は、研究と

サポートに分かれます。研究は、「選手のパフォーマンス向上のためには何が必要か？」と

いう観点から、心理学やスポーツ心理学の理論を用いて研究を行っています。研究で得ら

れた科学的知見は、国内外の学会で発表したり、論文にしています。また、その得られた知

見を、講習会で競技団体に伝えたり、１対１のサポートで役立てています。講習会では、メ

ンタルトレーニングや心理サポートのことを、できるだけ分かりやすく、かみ砕いて伝えます。

また1対1のサポートでは、選手一人ひとりの課題に対応します。選手と一緒に課題の解

決を考えたり、得てきた知識やこれまでの経験から心理面のアドバイスを行ったりします。

いずれの場合も大切なことは、選手が語る言葉に、しっかりと耳を傾けること。選手が胸の

内を開いてくれなければ解決の糸口を探ることはできません。普段から信頼関係を築いて

おくことが求められます。こころというものは、目には見えません。そして、とても複雑なもので

す。また、メンタルのサポートは、身体的なトレーニングで筋肉の量が増えたり、記録が伸び

たりというように一目で成果が分かるというものではありません。それゆえ、外部からの評価

も受けにくく、どのようにその意義や価値を表現していくのかが私たちの課題でもあります。

それだけに、選手が心理面のサポートを受けて、試合で良いパフォーマンスを発揮して、感

謝の言葉と共に自身の成長などを報告してくれた時の喜びはひとしおです。

　小・中・高と野球をやっていましたので、高校の教員になって野球部の指導がしたいという思

いで日体大に入学しました。しかし、入学当初から、いわゆる体育会系の雰囲気に馴染めませ

んでした。学友会には所属できず、自分の居場所を探していました。一般的にイメージされる日

体大生とは違って異質な学生だったと思います。そのような中、１年次の後期、教職課程で教

育心理学を学んだ私は、目に見えないこころのありようを明らかにする学問に惹かれました。３年

次にはその先生のゼミに入りました。そのゼミは、オリンピック選手をメンタル面でサポートしてい

る長田一臣先生・楠本恭久先生のゼミでした。授業の中では、「すごいなぁ、おもしろいなぁ」と

いつも興味をそそられました。４年生になる頃にはもっと勉強したいと思い、大学院に進学するこ

とを決めました。そして、いつかは先生方のようになりたいと憧れ、勉強しました。今振り返れば、

スポーツで頑張る同級生を見ながら、勉強に力を注ぐことで、自分が在学する意義を確かめて

いたのかもしれません。大学院修了後は、助手として大学に残り、今度は教える立場として、ここ

でも勉強させていただきました。その後、さらにメンタルトレーニングが盛んなアメリカへの留学か

ら帰国した年、奇しくも国立スポーツ科学センターが開設する年（2001年）でした。縁あってそ

の立ち上げの準備から関わり、非常勤、契約の研究員を経て、現在は約10数名のスタッフが

在籍する心理グループのリーダーを務めています。今、目指すは、2020年東京オリンピック・パ

ラリンピックの成功のためにスポーツ心理の分野からお手伝いをすること。一人でも多くの選手

が、檜舞台で最高のパフォーマンスを発揮していただけるよう、できる限りのことをしたいと思っ

ています。日本人選手の活躍は、国民の皆さんに感動と勇気を与えると思います。そして、それら

を通して、さらにスポーツの素晴らしさを国民の皆さんに理解していただけたら最高です。

トップアスリートが
大舞台で持てる力を発揮するために

日体大で出会い追究した
スポーツと人間心理

ス ポ ー ツ 関 連 研究員 卒業後21 年

私が卒業研究に取り組んだスポーツ心理学のゼミは、ユニークな雰囲気

に満ちていました。自分がアスリートとして試合で力を発揮することを目的

とした学生から、私のように心理学の研究に興味がある学生まで、日体大

にいる両極端の学生が一緒に学んでいたと思います。今考えれば、それ

らの学生を指導した先生方の懐の深さは驚くばかり。私はあのゼミの時

間に、多様性を受け入れることの大切さを経験的に学んだような気がしま

す。現在トップアスリートのさまざまな課題に対応する礎もそこで築かれた

ように思います。一般的には、「日体大はスポーツが強く、スポーツをすると

ころ」という印象が強いと思います。もちろんそうなのですが、一方で、日体

大には勉強や研究もしっかりできる環境が整っています。「体育やスポー

ツを学ぶ・研究する」という意味でも素晴らしい大学だと思います。

現在の活躍について
QUESTION

日体大で学んだこと、得られたこと
QUESTION
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